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第２学期 東彼杵中学校 学校経営方針

例年にないほどの猛暑が続き、熱中症が心配されましたが、全員元気な姿で１

日（月）に始業式を終え、２学期がスタートしました。９月は月末に実施されま

す学習発表会に向け、準備そして合唱練習に取り組んでいきます。ここでは、保

護者の皆様に２学期に本校で特に力を入れていきたいことを説明させていただき

ます。保護者の皆様、２学期もどうぞよろしくお願いいたします。

２学期の学校テーマ「笑顔・元気あふれる学校づくり」

①あいさつの徹底（地域・校内でも元気のよいあいさつを）
１学期の終業式で、各学年の代表に１学期を振り返ってのあいさつをしていた

だきました。どの代表あいさつにも２学期の課題としてあげられていたのが、

「あいさつの徹底」です。私も毎朝、生徒玄関前で生徒とあいさつを交わしてい

ますが、４月に比べあいさつの声が小さくなったという印象を持っています。地

域でも校内において、地域の方々や先生方、そして友人とでも毎日元気なあいさ

つができる生徒を目指します。まずは、授業前後のあいさつを徹底することから

始めたいと思います。

②行事への取組（生徒の主体性を重視）

今年度は熱中症対策のため10月に体育大会を実施します。応援合戦はもちろん、

生徒会が主体となった取り組みを期待しています。９月の学習発表会や２年生の

修学旅行など２学期は行事がたくさんありますので、生徒の主体性を伸ばしてい

きます。

③学力向上・授業改善と読書の推進（生徒の生きる力をはぐくむ）
８月１９日には町内の小中学校の教職員が集合し、「東彼杵町学力向上研修

会」が東彼杵町総合会館で実施されました。研修会では午前中は教員対象のセミ

ナーを受講し、午後は６つの分科会にわかれてそれぞれのテーマで「学力向上

（深い学び）」について協議しました。本校では９月に外部講師をお招きし、校

内研修を実施するなど授業研究にも力を入れていきます。全国・県・町学力調査

の結果を教科ごとに十分検証しながら、生徒の学力向上につなげていきたいと思

います。また、日々の授業では特に深い学びにつながるための「協働学習」、主

に生徒同士のコミュニケーションを磨くための工夫を行っていきたいと思います。

さらに、深い学びにつなげるためは「知識・技能」の習得が必要です。読書活動

も推進していきたいと思いますので、ご家庭でもご協力をお願いいたします。

第１９号

東彼杵町学力向上研修会（８月１９日実施）

１学期を振り返って（生活アンケート結果）
学校教育目標「ふるさと東彼杵を誇りに思い、たくましく生きる
力をもった生徒の育成」」

１学期末に全校生徒に生活アンケート調査を実施しました。その結果を
振り返り、２学期も引き続き、生徒全員が楽しいといえる学校づくりへ
向けてさらに取り組んでまいります。

①１学期、中学校生活は楽しかったですか
とても楽しかった ４７人 楽しかった ８０人
あまり楽しくなかった ４人 楽しくなかった １人

②１学期、友人関係で悩みはありましたか
ありました １１人 ありませんでした １２１人

③１学期、自分の持ち物がなくなったことはありますか
ありました ７人 ありませんでした １２５人

④１学期、友人、先輩、後輩から嫌がらせをされたりしたことが
ありましたか
ありました ７人 ありませんでした １２５人

⑤先生に伝えたい（相談したい）ことがありますか
あります ３人 ありません １２９人

東彼杵中、千綿小、彼杵小の全教職員が参加し、小中９年間を
見据えた児童・生徒の学力向上について熱心に討議しました。
今年度は特に学習指導要領でも重要視されてます学習における
生徒の「深い学び」について、６つの分科会を通じて全体での
協議を行いました。今後も深い学びの実現したい子どもの姿と
して以下の①～⑦の姿の実現を目指していきます。
①思考して問い続ける、②知識・技能を習得する③活用する、
④自分の思いや考えと結びつける、⑤知識・技能を概念化する、
⑥自分の考えを形成する、⑦新たなものを創りあげる


